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高名な Heinrich Hertz 先生が，1881 年，曲面レンズを押
し付けるときに観察される縞

しま

模様（ Newton 環）の間隔を
計算する解法として考え出されました．ガラスの球を
2 個押し付ける様をイメージ頂くと考えやすいです．すべ
ての当り点で，同じ変形量，押込力の釣り合いで計算しま
す．物理光学の精密化が目的でしたが，実用機械に多くの
具体機構があり，有用な理論式として重用されています．
接触の物理として今現在も研究が進められていますが，狭
い領域の複雑な応力分布と変形の問題である上に，機構の
動きや材料の細かな性質が関係するので，難しい分野の一
つです．

Hertz 先生は，周波数の単位にその名誉を記録されまし
た．相対論以前の物理学者で不幸にして 37 菜 る




